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松宮 ・ほか:原 発性副甲状腺(上皮小体)機能充進症 ・副甲状腺(上皮小体)癌・病的骨折 557
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主 訴:両 側 大腿 骨 々折
既 往 歴:尿 路 結石,消 化 性 潰 瘍 の既 往 は な い.数 年
来,便 秘 症 で あ る.
家族歴:特 記すべきことな し














よ り転 落,両 側 大 腿 骨 々折 し当 院整 形 外 科 へ 緊 急 入 院
とな った.入 院 後血 清 カル シ ウ ム異 常 高 値 のた め 副 甲
状 腺 機 能 充進 症 を疑 わ れ 当 科 と共 同観 察 を開 始 した.
入 院 時 現症1体 格 小.る い そ う著 明.両 側 大 腿 中 部
に 屈 曲,圧 痛 を認 め る.胸 腹 部 理 学 的所 見 に異 常 を 認
め ない が,甲 状 腺 左葉 下 部 に 小 指 頭 大 の硬 い腫 瘤 を 触
知 す る.
入 院 時 検 査 成 績;1時 間値16mm2時 間 値50
mm,検 血;RBC404×10A/mm3,wBC8100/mm3,








mg/day,OTRP57%.心 電 図 に異 常 な し.
X線 学 的 所 見 胸 部X線 転移 を疑 わ せ る所 見 な く
異 常 を 認 め な い,四 肢X線 全 身 骨 に 繊維 性 骨炎 が認
め られ,左 脛骨 に は 一 部 に 嚢 腫様 の著 明 な 骨 膜下 吸収
像 を 認 め る(Fib.1).DIP上部 尿 路 に 異 常 を認 め な
し・.
臨 床 経 過:入 院 当 日 よ り両 側大 腿 骨 々折 に 対 し直達
牽 引 を 開 始 した 、血 清 カ ル シ ウ ム値 が高 値 で あ った た
め 輸 液 に よる 強 制利 尿,カ ル シ トaン,ス テ ロイ ド投 与
な どの 処 置 を 講 じ た が ほ と ん ど 反 応 を 認 め ず15.2～
】7.8mg/dlで推 移 した.そ の 後,iPTH9.53ng/ml
の 結 果 を 得,原 発性 副 甲状 腺 機 能 尤 進 症 と 診 断 し,
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に摘出した.周 囲に リンパ節腫張 は認め られなかっ
た.











られ,テ タニー様症状が出現 した.こ のため,静 注な
らびに経口の カルシウムと活性型Vit.Dの補給を






近 年 カル シウ ム代 謝 異 常 に 対 す る関 心 の 高 ま りとと
もに,原 発 性 副 甲 状腺 機 能 充 進 症 の 症 例 は 急激 に増 加
しつ つ あ る.原 発性 副 甲状 腺 機 能 充 進 症 は,組 織 学 的
に は腺 腫,過 形 成,癌 腫 に よ る もの で あ り副 甲状 腺 癌
の症例 も増 加 して きて い る.副 甲状腺 癌 の組 織 学 的 診
断基 準 に つ い て は1973年ShantzandCastleman')
































Table2.京 ら?)以降 の 副 甲状 腺 癌 症 例































































































































































歳 まで と広 く,全 症 例 の 平 均 は41.5歳で あ り,Shantz
andCastleman'》は44.3歳と してお り概 ね 一 致 す る.
性 比 は 男性32例(40%),女 性48例(60%)と や や 女
性 に 多 い がHormesら3)は6=4,ShantzandCast・
leman1)は11と 報 告 して お り大 きな 相 違 は み られ
な い.本 邦 症 例 で み た癌 腫 発 生 の 部 位 別 頻 度 は,左:
右=40:31,上:下=14=30,縦 隔 洞 内6,気 管 後 壁
1と な って い る.左 右 別 では や や 左 に 多 く,上 下 別 で
は下 に多 い.
原発 性 副 甲 状 腺機 能 充 進 症 は 多 彩 な 臨床 症 状 を 示 す
が,腺 腫 と癌 腫 で はや や 差 が み られ症 状 と しては 癌 腫
の方 が 顕 著 で あ る.機 能 性 の癌 腫 に よる副 甲状 腺 機 能
充進 症70例の 内訳 は,骨 病 変45例(64%),腎 病 変24
例(34%),そ の 他12例(17%)と な って い る.そ の
他 に は,化 学 型,膵 炎 な どが 含 まれ て い る,欧 米 との
比 較 で み る とShantzandCastlemanDは,骨病 変
62%,腎病 変30%,Hormesら3)は骨 病 変73%,腎 病
変32%と して お り同様 に 骨病 変 の伴 う頻 度 の高 さを 指
摘 して い る.ち なみ に,原 発性 副 甲状 腺 機 能n-/Y進症 全
体 では,骨 病 変63%,腎 病 変67%,と な って い る4).
頸 部 腫 瘤 は腺 腫 に お い て は触 知 す る もの が 約io%と
言 わ れ て い るが4),癌 腫 に よる もの で は触 知 す る こ と
が 多 く記 載 の あ った75例中54例(72%)に 認 め られ て
い る,こ の こ とは 腫 瘍 重 量 の大 き さ と,腫 瘍 の硬 さ の
反 映 と考 え られ た.腫 瘍 重量 を比 較 す る と,腺 腫 の そ
れ は 平 均39で あ る のに 対 し4),癌腫 に よ る もの で は
記 載 の 明 らか な もの17例 の平 均 は8,659で あ った.
た だ,癌 腫 に よ る もの の 平 均 も小 出 ら5)(1975年)は
12.09,宇佐 美 ら6)(1977年)はi4gとして い る.欧
米 の症 例 でみ る と,ShantzandCastleman')(1973
年)は 腫 瘍 重 量 の 平 均 を12.09,vanHeedenらz)
(1979年)は7.25gとして い る.腫 瘍 重 量 は 本邦 欧 米
を 問わ ず 腺 腫 と癌 腫 の 間 で 明 らか に 大 きな 相違 が認 め
られ て い る.癌 腫 は腺 腫 に比 ぺ て顕 著 な 症 状 を 呈 し,
診 断時 に は 大 き く増殖 し,時 に よ って は 転移 を生 じた
後 に発 見 され る こ とが 多 い.こ の こ とは 腫瘍 成 長 の速
さ の差 のた め と考 え られ る.

























再発,転 移を生じた場合,機 能性癌 としての性格か
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